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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶を介して対向配置された一対の基板にそれぞれ偏光板が配置された液晶表示パネル
と、前記液晶表示パネルの背面に配置されたバックライトと、前記バックライトと前記液
晶表示パネルとの間に配置された透明基材とを備え、
　前記液晶表示パネルは、複数の画素と前記複数の画素で構成される液晶表示部とを有し
、
　前記一対の基板のうち前記バックライト側の基板に配置された前記偏光板は、前記液晶
表示部と対向する領域の一部に第１の切欠き部を有し、
　前記透明基材は、紫外線カット層と拡散層とを有し、
　前記紫外線カット層は、少なくとも前記第１の切欠き部と対向する位置に形成され、
　前記拡散層は、前記第１の切欠き部以外の領域に形成されていることを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項２】
　前記紫外線カット層は、前記透明基材の、前記バックライト側の面の全域に形成され、
　前記拡散層は、前記透明基材の、前記液晶表示パネル側の面に形成されていることを特
徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記拡散層は第２の切欠き部を有し、
　前記第２の切欠き部は、前記第１の切欠き部の全域を被うと共に、前記第１の切欠き部
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よりも大きく形成されていることを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記紫外線カット層の表面は、ビーズを混入させた透明樹脂で覆われていることを特徴
とする請求項２または請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記バックライトは導光板を有し、
　前記透明樹脂は前記導光板と接していることを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装
置。
【請求項６】
　前記透明基材は、前記液晶表示パネルと離間して配置されていることを特徴とする請求
項１から請求項５のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記一対の基板のうち前記バックライトとは反対側の基板に配置された前記偏光板は、
第３の切欠き部を有し、
　前記第３の切欠き部は、前記第１の切欠き部と対向する位置に形成されていることを特
徴とする請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　少なくとも前記第３の切欠き部と対向する位置に第２の紫外線カット層が形成されてい
ることを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記液晶表示パネルの前記バックライトと反対側に、第２の透明基材が配置され、
　前記第２の紫外線カット層は、前記第２の透明基材に形成されていることを特徴とする
請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第２の透明基材は、前記液晶表示パネルと離間して配置されていることを特徴とす
る請求項９に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、液晶を介して対向配置された各基板を外囲器とし、該液晶の広がり方
向に多数の画素が備えられている。
【０００３】
　これら各画素は、前記各透明基板の液晶側の面のそれぞれに、あるいはその一方の基板
の液晶側の面に、映像信号に対応する電圧が印加される画素電極と対向電極が形成され、
これら電極によって発生する電界によって当該画素の液晶が光変調されるようになってい
る。
【０００４】
　そして、液晶の光変調量を光の透過量として可視化できるようにするために、各透明基
板の液晶の反対側の面に、それぞれ偏光板が配置されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような液晶表示装置は、それが低消費電力で駆動できることから、近年、種々の用
途に利用されるようになってきている。
【０００６】
　たとえば、液晶表示パネルの液晶表示部の一部に透過部を形成し、この透過部を通して
観察者が液晶表示パネルの背面に配置させた部材を目視できるようにするものである。
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【０００７】
　この場合、該部材に関連する情報を液晶表示部に表示させることにより、観察者は、該
部材とそれに関する情報とが距離を隔てることなく、それらを液晶表示部内にて共に目視
できることから、一体として観察者の関心を惹きつけることができる効果を奏する。
【０００８】
　この場合、該透過部は、その形成手段の一つとして、液晶表示パネルの液晶を介して対
向配置される各基板の液晶と反対側の面に形成されている偏光板を切り欠くことによって
達成させるものが考えられている。
【０００９】
　しかし、このようにした場合、該偏光板を切り欠いた部分から紫外線が液晶に照射され
該液晶に特性劣化を生じせしめることが判明するに至った。
【００１０】
　本発明は、このような事情に基づいてなされたものであり、液晶の特性劣化を防止した
液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、以下の
とおりである。
（１）
　本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置された各基板の面の液
晶表示部にそれぞれ偏光板が配置されたものであって、
　該液晶表示部の一部に該偏光板が切り欠かれているとともに、その切り欠かれた部分に
紫外線カット層が形成されていることを特徴とする。
【００１２】
（２）
　本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置された各基板の面の液
晶表示部にそれぞれ偏光板が配置された液晶表示パネルを備え、
　該液晶表示部の一部に該偏光板が切り欠かれているとともに、その切り欠かれた部分か
ら離間して該切り欠かれた部分に対向して紫外線カット層が配置されていることを特徴と
する。
【００１３】
（３）
　本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置された各基板の面の液
晶表示部にそれぞれ偏光板が配置された液晶表示パネルを備え、
　該液晶表示部の一部に該偏光板が切り欠かれているとともに、その切り欠かれた部分か
ら離間して該切り欠かれた部分に対向して紫外線カット層が配置され、この紫外線カット
層は透明基材に被着されていることを特徴とする。
【００１４】
（４）
　本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置された各基板の面の液
晶表示部にそれぞれ偏光板が配置された液晶表示パネルと、この液晶表示パネルの背面に
配置されたバックライトと、このバックライトと前記液晶表示パネルとの間に配置された
透明基材とを備え、
　該液晶表示パネルの該バックライト側の面の液晶表示部の一部に該偏光板が切り欠かれ
ているとともに、該切り欠かれた部分に対向して紫外線カット層が前記透明基材に被着さ
れていることを特徴とする。
【００１５】
（５）
　本発明による液晶表示装置は、たとえば、（４）の構成を前提とし、前記透明基板の面
であって紫外線カット層が被着されている領域以外の領域に拡散層が被着されていること
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を特徴とする。
【００１６】
（６）
　本発明による液晶表示装置は、たとえば、（１）ないし（４）のいずれかの構成を前提
とし、
　液晶を介して対向配置された各基板の面の液晶表示部にそれぞれ配置されたそれぞれの
偏光板はいずれも切り欠かれた部分を有し、それらの部分は一方に対して他方が対向して
いることを特徴とする。
【００１７】
（７）
　本発明による液晶表示装置は、たとえば、（４）の構成を前提とし、バックライトは、
液晶表示パネルの少なくとも液晶表示部に対向する導光板と、この導光板の少なくとも一
辺の側壁面に該辺に沿って配置される冷陰極線管とを少なくとも備えて構成されているこ
とを特徴とする。
【００１８】
　なお、本発明は以上の構成に限定されず、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で種々の
変更が可能である。
【発明の効果】
【００１９】
　このように構成された液晶表示装置は、その偏光板が切り欠かれた部分に紫外線カット
層を対向して配置させるように構成していることから、該部分を通して液晶中に紫外線が
照射されることを防ぐことができる。このため、液晶の紫外線による特性劣化を回避する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明による液晶表示装置の実施例を図面を用いて説明をする。
  図１は、本発明による液晶表示装置の一実施例を示す構成図であり、その液晶表示パネ
ルＰＮＬと、この液晶表示パネルＰＮＬの背面に配置されるバックライトＢＬと、このバ
ックライトＢＬの背面に配置される目視部材ＶＯを側面から観た図を示している。以下、
それぞれの構成について説明する。
【００２１】
　《液晶表示パネル》
　この液晶表示パネルＰＮＬは、液晶ＬＣを介して対向配置される各透明基板ＳＵＢ１、
ＳＵＢ２を外囲器とし、該液晶ＬＣの広がり方向に多数の画素を備えている。
【００２２】
　これら各画素は、前記各透明基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２の液晶側の面のそれぞれに、ある
いはその一方の基板の液晶側の面に、映像信号に対応する電圧が印加される画素電極と対
向電極が形成され、これら電極によって発生する電界によって当該画素の液晶が光変調さ
れるようになっている。
【００２３】
　なお、各画素は、たとえば、透明基板ＳＵＢ１の液晶側の面にて、そのｘ方向に延在し
ｙ方向に並設されるゲート信号線ＧＬとｙ方向に延在しｘ方向に並設されるドレイン信号
線ＤＬとで囲まれた領域（画素領域）に形成され、この画素内には、ゲート信号線からの
信号によって駆動されるスイッチング素子と、このスイッチング素子を介してドレイン信
号線からの信号が供給される前記画素電極と、この画素電極に供給される前記信号に対し
て基準となる信号が供給される前記対向電極とが備えられている。
【００２４】
　ここで、上述したように各画素の液晶は当該画素内に発生する電界によって光変調がな
され、これを光の透過量として可視化できるようにするために、各透明基板ＳＵＢ１、Ｓ
ＵＢ２の液晶の反対側の面に、それぞれ偏光板ＰＯＬ１、ＰＯＬ２が配置されている。
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【００２５】
　この偏光板ＰＯＬ１、ＰＯＬ２は、通常、各画素の集合体で構成される液晶表示部ＡＲ
の全域にわたって形成されるものであるが、該液晶表示部の一部（たとえば中央部）にお
いて、該偏光板ＰＯＬ１、ＰＯＬ２のいずれもが切り欠かれた構成（非形成領域の形成）
となっている。すなわち、液晶表示部の周囲においては可視化される各画素の光透過量を
感知でき、画像表示を認識できるようになるが、中央部においてそれが不可能となり、そ
の部分を通して液晶表示パネルＰＮＬの背部を目視できるようになる。
【００２６】
　《ＵＶカット層の具備》
　液晶表示パネルＰＮＬに近接する部分であって、少なくとも偏光板ＰＯＬ１、ＰＯＬ２
の切り欠かれた部分を充分に被うように紫外線（ＵＶ）カット層ＵＣ１、ＵＣ２を設けて
いる。なお、このＵＶカット層ＵＣ１、ＵＣ２は紫外領域の光を吸収し可視領域の光を透
過する層をいい、ある部材に紫外線カット処理をしたものをも含む概念である。
【００２７】
　すなわち、液晶表示パネルＰＮＬの観察者側における液晶表示部の面における偏光板Ｐ
ＯＬ２が切り欠かれた部分において、その部分を充分に被うようにしてＵＶカット層ＵＣ
２が被着されている。偏光板ＰＯＬ２が切り欠かれた部分を通して、太陽光等の外来光の
うちの紫外線が液晶表示パネルＰＮＬの液晶を劣化させてしまうのを、該ＵＶカット層Ｕ
Ｃ２によって防止せんがためである。
【００２８】
　また、液晶表示パネルＰＮＬの後述するバックライトＢＭ側における液晶表示部の面に
おける偏光板ＰＯＬ１が切り欠かれた部分において、その部分を充分に被うようにしてＵ
Ｖカット層ＵＣ１が被着されている。偏光板ＰＯＬ１が切り欠かれた部分を通して、バッ
クライトＢＭからの光のうち紫外線が液晶表示パネルＰＮＬの液晶を劣化させてしまうの
を、該ＵＶカット層ＵＣ１によって防止せんがためである。
【００２９】
　従来の液晶表示パネルＰＮＬにおいては、その液晶表示部の全域にわたって偏光板が形
成され、その偏光板が紫外線をカットできる機能を有していたため、該液晶表示パネルＰ
ＮＬにＵＶカット層ＵＣを取り付ける必要がなかったものであるが、上述のように該偏光
板の一部を切り欠くことから、その手当てが必要となってきたものである。
【００３０】
　なお、このＵＶカット層ＵＣ１、ＵＣ２は、上述したように、液晶表示パネルＰＮＬと
一体に形成したもの（液晶表示パネルＰＮＬに直接取り付けたもの）に限定されるもので
はなく、該液晶表示パネルＰＮＬと別体にし、換言すれば液晶表示パネルＰＮＬからある
程度の距離を隔てて設けられていてもよいことはもちろんである。このようにした構成に
ついては後述する。
【００３１】
　このように、ＵＶカット層ＵＣは、透明基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２の間に介在される液晶
の紫外線照射による劣化を防止するためのものであることから、該透明基板ＳＵＢ１ある
いは透明基板ＳＵＢ２の液晶と接触する面側に設けてもよいことはいうまでもない。
【００３２】
　図４は、バックライトＢＬからの紫外線をカットするために、液晶表示パネルＰＮＬと
バックライトＢＬの導光板ＣＤＬとの間に配置させた紫外線カット層に関する具体的な構
成を示したものである。
【００３３】
　図４において、液晶表示パネルＰＮＬと導光板ＣＤＬとの間に透明基材ＢＰ１が配置さ
れ、その上面（液晶表示パネルＰＮＬ側）にはビーズＢＤ等を混入して形成された拡散層
ＳＰＲが配置されている。この拡散層ＳＰＲは液晶表示パネルＰＮＬに形成された偏光板
ＰＯＬ１、ＰＯＬ２の形状に対応させた形状で形成されている。すなわち、偏光板ＰＯＬ
１、ＰＯＬ２の切り欠かれた部分に対向する部分に同様の形状の切欠き部（非形成部）を
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有して前記拡散層ＳＰＲが設けられている。
【００３４】
　また、前記透明基材ＢＰ１の下面（導光板ＣＤＬ側）には紫外線カット層ＣＵが全域に
及んで形成されている。さらに、この紫外線カット層ＣＵは、ビーズＢＤを混入させた透
明樹脂からなる密着防止層ＳＰによって被われた構成となっている。この密着防止層ＳＰ
はそれに近接して配置される部材（たとえば導光板ＣＤＬ）と密着するのを回避させる機
能を有するものである。
【００３５】
　前記紫外線カット層ＵＣは、本来、偏光板ＰＯＬ１、ＰＯＬ２の切欠き部（非形成領域
）のみに対向させて形成してもよいものであるが、特に上述のように構成した理由は、製
造上の手間等を鑑み、透明部材ＢＰ１を用意し、その全域に紫外線カット層ＣＵを設けた
ものとしている。
【００３６】
　なお、液晶表示パネルＰＮＬの偏光板ＰＯＬ１、ＰＯＬ２の切欠き部（非形成領域）と
、前記拡散層ＳＰＲの切欠き部（非形成領域）との位置関係は、それらの位置合わせ等を
考慮し、該拡散層ＳＰＲの切欠き部（非形成領域）は偏光板ＰＯＬ１、ＰＯＬ２の切欠き
部（非形成領域）よりも外方に広がるように構成することが望ましい。
【００３７】
　《バックライトＢＭ》
　液晶表示パネルＰＮＬの背面に配置されるバックライトＢＭは、該液晶表示パネルＰＮ
Ｌの少なくとも液晶表示部ＡＲの全域にわたって対向して配置される導光板ＣＤＬと、少
なくともその一辺の側壁に対向し、かつ該一辺に沿って配置される冷陰極線管ＬＭＰとで
構成されている。
【００３８】
　冷陰極線管ＬＭＰからの光が、該導光板ＣＤＬの該側壁から内部に入射し、全反射によ
って液晶表示パネルＰＮＬに対向する面から出射するように構成され、いわゆる面光源と
しての機能を有するようになっている。導光板ＣＤＬからの光は液晶表示パネルＰＮＬの
各画素を透過して観察者側へ出射されるようになっている。
【００３９】
　ここで、このようなバックライトＢＭを用いた場合には、その導光板ＣＤＬとしてはそ
れ自体、一方の面側から反対の面側に光が透過される構成となっていることが必要となる
。観察者は、液晶表示パネルＰＮＬの偏光板ＰＯＬ１、ＰＯＬ２が形成されていない部分
、当該バックライトＢＭを通して、該バックライトＢＭの背面に配置された目視部材ＶＯ
を目視できるように構成するからである。
【００４０】
　なお、導光板ＣＤＬからの光が液晶表示パネルＰＮＬに透過する際に、その透明基板Ｓ
ＵＢ１の面側に設けた偏光板ＯＲＩ１、およびこの偏光板ＯＲＩ１が切り欠かれた部分に
おいてＵＶカット層ＵＣ２を通して入射されることになる。したがって導光板ＣＤＬから
の紫外線は該偏光板ＯＲＩ１およびＵＶカット層ＵＣ２によってカットされ、液晶に及ぼ
す影響に対して憂いのないものとすることができる。
【００４１】
　《目視部材》
　この目視部材ＶＯは、本発明の液晶表示装置の用途によって、種々選択されるものであ
り、また、必要に応じて取り替えができる性質のものである。
【００４２】
　一例として、該液晶表示装置をたとえば新製品のインフォメーション用として用いる場
合において、該新製品を前記目視部材ＶＯの部位に配置することにより、観察者は液晶表
示パネルＰＮＬの液晶表示部の一部（たとえば中央部）、および導光板ＣＤＬを通して実
物を目視できるとともに、液晶表示パネルＰＮＬの前記一部を除く周辺の液晶表示部に該
新製品に関するインフォメーションを画像表示することにより、この表示も目視すること
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ができる。新製品とそれに関するインフォメーションとが距離を隔てることなく、それら
を液晶表示部内にて共に目視できることから、一体として観察者の関心を惹きつけること
ができる。
【００４３】
　図２は、本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図１と対応した図と
なっている。
【００４４】
　図１と比較して異なる構成は、ＵＶカット層ＵＣにあり、このＵＶカット層ＵＣは液晶
表示パネルＰＮＬと分離して設けられている。
【００４５】
　すなわち、液晶表示パネルＰＮＬに対してバックライトＢＬ側に配置させるべくＵＶカ
ット層ＵＣ２は、該液晶表示パネルＰＮＬとバックライトＢＬとの間に配置させた透明基
材ＢＰ１に被着されて形成されている。この場合においても、液晶表示パネルＰＮＬの透
明基板ＳＵＢ１の偏光板ＰＯＬ１の非形成領域に対しその中心軸がほぼ一致し、かつ平面
的に観た場合に該非形成領域を充分に被うように形成されている。
【００４６】
　なお、図２の場合、透明基材ＢＰ１はＵＶカット層ＵＣ１を固定させるための機能のみ
をもたせたものであるが、たとえば、図３に示すように、該透明基材ＢＰ１面のＵＶカッ
ト層ＵＣ１を固定させた領域以外の領域にたとえば拡散層ＳＰＲを形成するようにしても
よいことはいうまでもない。すなわち、透明基材ＢＰ１はＵＶカット層ＵＣ１の固定手段
としてのみでなく、他の光学的手段を併せもつようにしてもよいことはもちろんである。
【００４７】
　また、図２の場合、ＵＶカット層ＵＣ１は透明基材ＢＰ１のバックライトＢＬ側の面に
被着されて示したものであるが、液晶表示パネルＰＮＬ側の面に被着されるように構成し
てもよいことはいうまでもない。
【００４８】
　さらに、液晶表示パネルＰＮＬに対して観察者側に配置させるべくＵＶカット層ＵＣ２
は、該液晶表示パネルＰＮＬの前方に配置させた透明基材ＢＰ２に被着されて形成されて
いる。この場合においても、液晶表示パネルＰＮＬの透明基板ＳＵＢ２の偏光板ＰＯＬ２
の非形成領域に対しその中心軸がほぼ一致し、かつ平面的に観た場合に該非形成領域を充
分に被うように形成されている。
【００４９】
　なお、前記透明基材ＢＰ１、ＢＰ２は、そのいずれもが液晶表示パネルＰＮＬとバック
ライトＢＬをモジュール化させるためのフレーム（枠体）ＦＲＭに位置決めされて固定さ
れている。
【００５０】
　なお、このような構成において、液晶表示パネルＰＮＬの前方において配置される透明
基材ＢＰ２は、必ずしもフレームＦＲＭに固定されていなくてもよく、該フレームＦＲＭ
と別体として設けられたものであってもよい。
【００５１】
　この場合において、該透明基材ＢＰ２はＵＶカット層ＵＣ２を固着させるための機能だ
けではなく、たとえばタッチパネル等の他の機能を併せもつようにしてもよいことはいう
までもない。
【００５２】
　上述した各実施例はそれぞれ単独に、あるいは組み合わせて用いても良い。それぞれの
実施例での効果を単独であるいは相乗して奏することができるからである。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す側面図である。
【図２】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す側面図である。
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【図３】本発明による液晶表示装置に用いられるＵＶカット手段の他の実施例を示した側
面図である。
【図４】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す側面図である。
【符号の説明】
【００５４】
　ＰＮＬ……液晶表示パネル、ＳＵＢ……透明基板、ＬＣ……液晶、ＰＯＬ……偏光板、
ＢＬ……バックライト、ＣＤＬ……導光板、ＬＭＰ……冷陰極線管、ＶＯ……目視部材、
ＵＣ……ＵＶカット層。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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